宮城県の小中高等学校における発達障害児に対する支援の実態調査

報告書（回答のうち自由記述の部分）

発達支援ひろがりネット

２０１４年３月２６日

設問（４）

②受け入れてもらえた内容

	小・中学校時の通級

	支援員の配置（けれど、他のクラスにも行ったりする為たまにしか来ない）

	ノートをとるかわりにポメラ（デジタルメモ）を使用

	行動面でのサポート。学習面での声がけなど。

	通級（こどばの教室）

	英語：英文をノートに書き写して日本語を書くという課題を、教科書のコピーを貼りつけるという形にしてもらった。（文字を書くのに、形にこだわりすぎて時間がかかるため）

	通常学級との交流

	一部通級指導の配慮があった。

	席は、なるべく前の方を希望した。課題や行動は、具体的に指示してもらうようにした。

	通級指導教室への通級（週に１度）

	支援員の配置を要請し、現在申請中

	補助教員をクラスにつけてもらった

	通級指導教室への通級

	○算数の授業を通常級と同じ進度で進めてもらうように申し出た

	国語と算数の個別指導

	特別支援教育支援印の配置

	授業中、みんなに対して先生が指示しても、うちの子は分ってなく、もう一度うちの子に指示してもらった。

	通級指導教室（他校）への通級

	通級指導教室への通級

	イヤマフの使用。不安定な時にノートで気持ちをおちつかせること。

	ことばの教室に通うこと

	特別支援教育支援員の配置

	○通信票を交流学級と支援学級の２本立てにしていただくこと
○高校受験へ向けて、交流と同じペース、同じ内容での授業をしていただくこと（主に主要５教科）

	デジカメの使用。パソコン・iPadの使用。

	活動予定表の作成。
電子辞書を使ったコミュニケーション。


②受け入れてもらえなかった内容

	行動面でのサポート。学習面での声がけなど。

	特別支援教育支援員の配置

	板書が間に合わないのでプリントを出してほしい

	ＬＤあり書字が人の倍はかかるので、学校にiPad導入を申し入れたが、町では（宮城は）遅れているので、まだ同意できないと言われた。

	学校入学前、通常級＋支援員という配置で入学できないか相談した

	個別教育支援計画の作成
支援の為の学生ボランティアの配置

	トイレットチェアーの設置


設問（５）

その他

	学校側から勧められたが、子供が嫌がった。

	こちらで申し出たわけではなくアーチルに相談に行った結果、支援員を配置してもらった。

	板書を書き写すことが苦手なのですが、今はまだもう少し自分の力で頑張る体験をさせてみようかと。あまりについていけないようであれば相談をしようと考えています。

	十分に配慮してもらっていたので

	不登校中

	配慮してほしいが、ことわられると思った

	配慮ができると知っていても、子供が機器をすぐに壊すので頼めない。


設問（６）

その他

	知的障害

	ＡＤＤ不注意

	学習障害

	脳外傷による精神運動発達遅滞

	発達遅滞・運動遅滞

	精神発達遅滞

	精神運動発達遅滞

	詳細記述無し

	知的障害

	ウィリアムズ症候群

	精神発達障害

	発達遅滞


設問（７）

７）その他

	これからしようと思っている作文で

	試験をしたことがない

	必要ない

	小１で試験はまだ行われていない

	別室でのテストのみ受けいれてもらった（時間延長はダメ）

	まだテスト等していない

	試験を受けたことがない

	仙台市のテストを支援学級で受けさせてもらった

	別室受験（不登校のため）

	特別支援学校なので、学力テスト等を授業で行うことはなかったと思います。

	詳細記述無し

	認めてもらっています

	全国学力テストの時だけ、学校側から時間延長でとの申し出があった。

	大学のレポートはパソコンで書いた。

	試験がない

	試験経験なし


設問（９）

その他

	具体的にはまだわかりません

	時間の延長。書字障害への理解。

	高校進学せず

	どうしても苦手（落ち着かない教科のみ別室で、など）

	その子にあった配慮


設問（１０）

その他

	必要なかった。得意科目の推薦をうけたから。

	まだ考えたことがない。イメージできない。

	特別支援高校を受験するので


設問（１２）

その他

	支援学校では学ぶ時間が少なすぎる

	学校の外、地域、一般の人たちとの関わり方


設問（１４）

その他

	卒業後の進路について

	障害についての理解だけでなく、指導力なども優れた先生に出会えるかの不安

	現時点ではまだわかりません。子どもの成長に伴い変化が大きいと思われるので。

	卒業後の進路への道すじ

	重度？のため上記のような心配はむしろありません。

	担任の先生が熱心か、やる気があるか

	その後の就労にむけての勉強についていけるか。

	高校教育だけでなく、小学校からいじめ、不登校があり勉強についていけなかった。

	その時は障害があるとはまだ知らず、個性だと思っていたのでよくわからない。

	障害があると思わなかった。クラスの委員長をしていた。


設問（１７）

良かったと思うこと

	障害を理解して下さった先生が１人でもいた事

	中学校は普通学級に在席してすべての授業を受けてその上で同じ学校内の通級クラスに週１回通いました。それがとても良かったです。恵まれた環境だったと思います。

	小学：（小3で）先生（担任）が特別支援教育に専門的知識のある先生で、その後の担任にも連絡。学校内での先生方への申し送りが良かった。
中学：部活参加・授業も教科により通級が出来て、普通教室の生徒と交流が出来た。

	告知をしているので、ある程度理解のある対応をしてもらっていると思う。

	○加配の先生の申請をしてくれた事
○クールダウンの場所の確保

	幸い、現在は指導力・人柄ともに優れたすばらしい先生に受け持っていただいており、子供の能力をしっかり伸ばしてくれていること。学校全体が障害児教育に理解を持ち、支援してくださり、親として安心して学校を信頼できていること。

	5年生頃？個別教室が設置された。（子供が嫌がり通級はできなかったが）

	特別支援ということが出来たおかげで、普通学級に在席しやすくなった。支援してもらえる範囲は狭いが、支援をする体制はずい分良くなったと思う。

	○本人の特性に合わせて対応してもらった
○進学を見据えての交流授業への参加（徐々に増やしてもらったなど）。在籍移動の際には、本人を交えて何度も話し合いの場を持ってもらえた。

	前校長先生、前担任の先生の温かく大きな支えが、小学校生活が辛いことばかりではないと教えてくれました。先生によって学校の全てが変わることを知りました。

	常に日常での様子を毎日連絡帳にて知らせてくれる。クラス人数が少人数なので目が届いて指導して頂ける。

	通級の先生が通級の時間外（空いている時間）にも息子のクラス（通常学級）に入り様子を見てくれたこと。

	小・中学校とも特別支援コーディネーターの先生はとてもよかったのですが、親＆担任がどう話をもっていけばいいのかわからなくて活用しきれなかった気がします。常日頃からもっと話をすればよかったかなと中学校卒業まぢかに思いました。（入学時に「こういう支援が受けられます」という相談・説明ができればよかったかも・・・）

	刺激に敏感なので、席を前の方や黒板の正面にしていただいた。図工で何を作るときや絵を描くとき、突然だと思いつかず、すぐに作業に入れないので、前もって考える時間を用意していただいたり、こんなことをやると情報を伝えてもらっています。

	小・中学校でスクールカウンセラーの先生が同じだったので、親も安心して進学させることができた。

	発達障害が認知され間もなくと言う事もあり興味深く話は聞いてもらえた。

	教育相談や就学時検診を通し、学校と就学前から連絡をとりあい配慮を頂けたこと。小１なので、教室内の構造化がはかられていること（自分が今何をすべきかをわかりやすく指示してもらえることでとても過ごしやすいようです。勉強のみならず、身だしなみやマナーまで教えて下さるので入学後自然に身についたこともあります）。
担任の先生が以前にも発達障害のあるお子さんを担当されていたそうで、知識が豊富でとても的確な対応をして下さること。

	○連絡帳などをつかって、細かく情報を共有出来た教師がいた事
○スクールカウンセラーと定期的に面談出来た事
○こどもにメンタルクリニックを受診する事を提案してくれた事

	中学３年の大事な年に、相談しやすく理解を示してくれる担任で良かった。

	○担任の理解不足により子どもが叱責され続け、不登校になった。担任の先生だけでは密室化すると思い、教頭先生も交えて話し合った。教頭先生が毎回話し合いに参加してくれたことで、こちらも安心できた。

	○小学校時代は、診断なく発達障害という認識もなかった（親も学校側も）が、配慮の必要な子として個別に対応したり他の子との関係作りに工夫してくれたりして、本人もあまり周りの子との違いを意識せず楽しく過ごせた。

	特別支援教室で、担任の先生だけでは手が足りない不足の部分を教えてもらうことができました。

	担任の先生が、子供の事、私たち親の気持ちを理解してくださり、とても親身になってくださった。

	個別指導計画書をつくってもらった。

	小学校の先生はとても協力的で、いろいろ話も聞いてくれた。通級の先生の教え方も上手で、一人一人に合った個別指をしてくれていた。

	優秀な先生がいた事。先生の能力につきるといっても過言ではないと思います。

	支援コーディネーターの先生がとても理解があり、一生懸命である

	息子のペースに合わせて、入学から約１ヵ月私が学校生活にずっと付き添うのを承知してくれたことはありがたかったです。

	担任の先生やコーディネーターの先生、校長先生もとても支援級に理解があり、熱心に取り組んでくれています。毎日の連絡帳のやり取りで、学校での様子がよくわかります。

	子供のことを知ろうと日々努力してくださいます。
学校内のみならず主治医ともつながりをもってお互い情報を共有し改善につなげていきたいとおっしゃっていただきました。

	通級を利用させてもらえたこと。
学級の子どもたちにも受け入れてもらえるような、支援員の方が担当していただいていること。

	多少の配慮がある点

	本人の自己肯定感を育てることができる

	小学校→２年生の時から担任していただいた先生がとてもよい先生で、支援級の子の特性や個の特性に合った支援をしてくれて、保護者や先生同士の話し合いを多くしていたので、たくさんの心配事などを相談できました。その先生は、学校全体に支援級の存在をアピールして、とても上手に他の先生方にも気にかけてもらえるような行動や言動をしていただいたので、私たち保護者も堂々と学校に行くことができました。

	苦手な国語が好きになり、自信につながった事です。

	担任の先生が変わらず同じ先生だったこと。で、気持ちの安定がはかれたこと。（支援学級は先生によってやることがコロコロ変わる。）

	こちらの話をよくきいてくれる事。

	支援印の配置により、先生の指示を理解できない時すぐに援助してもらえる安心感から、落ち着いて授業を受ける事ができた。

	東京の小学校では診断名がなくても適切な対応をしてもらえました。1年生のときの担任の先生から「習い事などをさせないで、十分に休養をとらせてあげてください。」とアドバイスをいただきました。具体的に言っていただくことで、余計なことをさせずに、授業を集中して受けることができました。学校行事も過熱することなく、ほどほどの内容で組まれているので、十分にこなすことができました。
仙台へ転校してから不登校になり、診断を受けました。そのことを東京の小学校の時の担任の先生に伝えたところ「自閉症スペクトラムと診断をされたのでしたら、それを逆手にとって得意を伸ばして・・・」と温かい励ましのお手紙をいただきました。理解が進んでいると感じます。

	本人の気持ちを尊重しつつ、いじめがないように配慮してもらったところ。

	○面談を申し込むと対応してくれた。
○毎日、連絡帳で様子を伝えてもらった。（１人の先生のみでしたが）

	小学校の２つ目の学校は、体制そのものがなかったように思われる。１つ目の学校は、地域力もあり学校生活もうまく行っていた。

	（特別支援教育は受けませんでした）
学力の面ではめだった遅れがなく、むしろ特定の分野では優れた能力を発揮していたので、大学を卒業するまで、親も子も「発達障害」という診断はもとより、そうした認識もありませんでした。そのため、小・中・高・大と「特別な支援」を考えないできましたが、結果として、子どもを生きづらい環境において、辛い思いをさせてしまいました。もっと早い時期に診断をしていれば、適切な療育の道を選ぶこともできたのでは、と今は思っています。

	一人一人に合った指導、学習をしてくれるところ。先生の目がよく届くということ、また、うちの学校は交通機関を使って（バス・地下鉄）校外学習によく行っていただくので、それを楽しみにしています。

	通級指導教室へ通わせていただき、通級の先生に色々と相談できたことはとても私（親）にとっても良かったです。

	○我が子は身辺自立(排泄や食事）が出来ないほど重い障害を持っていたが、地域の小学校の特別支援学級に入れてもらえたこと。身辺自立の支援をしてもらえたこと。
○親は通常のクラスとの交流は望んでいなかったが、交流に積極的に先生がいて交流ができ、交流することのメリット（本人が楽しめたこと）もあったこと。
○学習発表会で支援学校だけの発表ができたことと、校外宿泊学習も他校と一緒ではなく単独で行動し宿泊できたこと。
○親が要望を出す機会を作ってくれて、聞き入れてくれたこと。

	中学校～特別支援学校に入り、情報が親に対して入りやすくなった。

	個々に応じての支援をしてくれたこと。小学校に入るまでに、おむつがとれなかったので、トイレ関係はとてもたすかりました。

	担任の先生しだいです。
学習面でも情緒面でも、細かい部分まで考え、配慮し、工夫し、計画を立てて指導していただき、大きく成長出来た年もあれば、全く障がい理解も先生としての自覚もなく、ただむだに一年を過ごしてしまったこともありました。協力学級の先生が、支援学級の担任をした経験がある方だった時は、交流がとてもスムーズで良い雰囲気だった。

	子供に障害があることを話し、配慮を求めると受け入れて下さった。発達障害に詳しい先生というのは皆無だったが、理解しようと勉強して下さった。とくに若い先生ほど理解度が大きい。先生が理解してくれるとまわりの子どもたちも優しくなる。

	支援学級に在籍させていただき、子供に合った教育をしていただいて、とてものびのびと成長していったことが本当に嬉しく思います。

	支援学級で、勉強を少人数で受けることができ、本人も好きになった教科ができたようです。

	学校が（たまたま）福祉指定校になっていたので、それなりの配慮はしてもらえたこと。

	熱心な先生に出会えた事。
絵や５０音表などを使い、コミュニケーションの面を伸ばしていただきました。

	個々に合った、自尊心を育てる関わりをしてくれていると思うところ。


設問（１７）

改善してほしいこと

	申し送りがないこと（学年がかわるとき）。異動したわけでもなく、校内に前担任がいるのに、なぜ聞かないのか疑問。

	とにかく９年間通して先生によって対応にばらつきがあるのが困る・・・毎年年度はじめが大変。アーチルに相談してみようと思いＴＥＬ。「先生ともめている」と思われ門前払い。（先生も対応に困っていて専門的な話をきいてみたいと思って下さっていたようなのに。）
いまだに不本意ですすっかりしきいが高く感じるようになってしまった。
（「なんとなく困っている。不安である」に対応してくれる相談機関求む。）

	うちの子は、口が達者で難しいことを並べたてる。理解できない子は軽んじて、なまいきだと手を出してどうにか黙らせようとしている様子。お互いを認めて尊重し合えるような指導をして頂けないかなと。1・2年生の時も個性豊かなクラスでしたが、担任の先生のおかげでお互いすごい！！と評価し合っていました。比べるのは申し訳ないのですが、先生の対応なのか、3年生という年頃のせいなのか。

	実際の教育指導においてはあまり対処がなく学校・教師の関心・意識に関係なくどの学校でも同じ配慮・指導を受けられる様、国からの規定が出来ればと思う。

	改善というほどではありませんが・・・私の兄が小学校の教員をしているので、入学にあたり私が何をすべきか、担任や学校にどのようにアプローチしていけばよいかより具体的にアドバイスをもらえたため、スムーズに事が進んだと思います。もし兄のアドバイスがなければ、自分から積極的に支援を求めることができたか、タイミングをのがさずに子供の特性を伝えられたかどうかわかりません。
こういったアドバイスが、どの方々にも平等に与えらえるよう、就学時検診の際などに学校側から案内されるとよいなと思います。

	○教師によっては全く発達障害に理解が無く、要望を聞き入れてもらえなかった事
○スクールカウンセラーが常駐ではなく週１だった事
○カウンセリングルームが独立していなかった事
○発達支援コーディネーターが実際には機能していなかった事

	支援コーディネーターが年によっていたりいなかったり・・・。いてもあまりくわしく理解していない先生で困った。医療機関と学校の連携を強めてほしい・・・。

	特別支援のスキルのない先生が入学以来ずっと担任になり、内容（学習も生活指導も）が全く満足のいくものでなく、せっかく支援学級に入れたのだから・・・と１年の時は先生にこれらの要望や相談などしていましたが、一切聞いてもらえず、こちらから見ると、どうせできないのだから・・・と言われている様な気がする程の対応もされてきています。
そのような方がどうして支援学級を担任しているのか憤りを覚えます。保護者は、日中大部分を過ごす学校に子供を預けているので、自分が言ったことで子供に不利益があってはならないという思いでガマンし続けています。
教頭・校長もそのような実態があることを知りながら、何の手もうってはくれません。
せっかく入れた支援学級で、子供に応じた対応ができる、見られる（視点がもてる）先生に担任について頂きたいと思います。

	○職員の知識不足。ADHD＝多動だと思っている。２年生まで、ただの注意散漫、こんな年頃の子にはありがち、とずっと言われ続けた。
○先生が忙しくて、約束したこと（帰りに机の中に忘れ物がないか見てくれること等）をおろそかにする。小さなことの積み重ねが、結果的にどんなに恐ろしい結果を引き起こすのか、本当はわかっていない。

	○学校内で発達障害に対する理解を広げてほしい。子どもについて担任だけでなく全校で共通理解をもって関わってほしい。
○学習・生活上の困り感をよく聞いて、対応を工夫してほしい。
○小→中、中→高と進学の際きちんと情報を伝えてほしい。

	特別指導を希望する生徒数に対して、先生の数が足りないようです。

	最初の相談の段階でコーディネーターの先生から支援に関しての情報をたくさん教えてほしかった。自分で調べて行動する事が多く混乱してしまった。

	苦手な事が多く、環境に左右されやすいが、補助教員がどこまで理解しているか疑問。できないように見えないのでハードルが高く、怒られる事が多い。余裕をもって活動を楽しめるよう、わかりやすく伝える対策をしてほしいし、本人の大変さを理解してほしい。

	中学校の先生は、話は聞いてくれるが、何かにつけて「組織ですから・・・。通級一年目ですから、手探り状態です・・・。」と向上心がないことばかり言う。

	まだまだ校長先生などの中には発達障害をよく理解していない方がいるように思います。

	校長によって弱者に関心がなく、面倒と考え、支援会議をつぶしたりする校長がいることがとても残念である。１人の先生、又は担任がやる気でも上のものが理解できないと、なかなか支援の輪が形となってあらわれにくいのではないかと思います。
どの学校へ行っても、適切な支援をうけられるような体制づくりがないと、本当に救えない子供、みのがされるいじめなども出てくると思います。どこまで、学校に求めてよいのかも正直わかりません。

	今、クラスメイトは５名（小２・・・２人、小５・・・３人）なのですが、先生が一人で見ているので、大変そうに感じることと、なかなか普通級とのかかわり（行事など）がもてないことが残念です。支援の先生が一人入ってくださるとみんなが助かると思うのですが、なかなかうまく希望が受け入れてもらえない様です（教育委員会）。

	個別の支援計画や通級に対する先生の考え方など、こちらが聞きづらい事を積極的に開示して欲しい。

	子どもの受診歴など、個人情報の取り扱いについて、関わる方々で情報共有は必要だと思うが、どこまでオープンにするか考えて取り扱ってほしい。

	教師の質を上げるようなシステムがあれば良い（もっと障がいに対する認識があり、ここに合った支援を考えられる柔軟さがほしい）

	宿題がない通常学級の子と比べて学力に差が開く一方で不安。漢字の読み書きや算数の計算くらいは人並みに身につけさせたいが難しい。

	支援級は、先生が理解している方としていない方が担任になることがとても多いのが残念です。保護者も色々と悩みながら成長していくので、先生方の理解と協力をお願いしたいです。もちろん!保護者も勝手な事を言う人もいますが、そこは先生にもう少しがんばってもらえたら・・・と思います。
☆支援級の子どもたちのその日の話し合いなど☆
（自分の担任している子供だけではなく、全体の様子を少しでも先生方皆さんで話し合っていただく）

	特別支援教育の理念に沿った教育をあたえて欲しいです。
診断名で支援を受けられるか否かを機械的に決めるのではなく、現在困っている事に対する支援をきちんと受けられるようにして欲しい。
子は離席が心配だったので、通常級＋支援員という形での支援を受けたかったが、それが出来るのはADDだけのお子さんだけだと言われた。離席や授業に（手助けがないと）集中できないという事象は同じなのに、不公平だと思う。

	中学校の通級指導が受けられる学校が少ないようなので充実させていただきたいです。小学校では通級があっても、中学にはありません。残念です。

	その反面、勉強の支援方法が改善されず、進まなかったこと。先生が変わらないので、アイデアがつまる。勉強はあまり必要ないという考えが根本的に親とちがったこと。

	○話をきくだけではなく、その後の対処方法等、一緒に考えてほしい。
○発達障害についてきちんと理解してほしい。定期的な勉強会など必要だと思います。

	小６で不登校になったため、３月末に小学校の担任の先生が中学校へ引き継ぎに行ってくださいましたが、４月に転入された先生が担任になり、忙しくて引き継ぎ書類等を読む時間もなかったようです。先生も新しい職場に慣れるまでは大変だと思いますので、支援の必要な生徒は、先生ご自身も余裕のある環境で受け持っていただくよう配慮をお願いします。

	レッテルを貼る先生もいました。もっと発達障害について理解してもらいたかった。

	○先生方に、障害についてもっと理解していただきたい。（人によって差が大き過ぎる）
○コーディネーターとは言っても、名ばかり。機能させて欲しい。
○障害の特性に応じて、学年全体活動などへの参加内容を配慮して欲しい。
○子どもに関わっている学校関係者以外のスタッフ（デイサービスや支援センターの方など）を、話し合いの場に入れて欲しい。

	転入時に説明はしているが、軽いものであっても障害のある子の転校はさけるべきだったのかもしれないという思いは残る。

	もう１人先生の数を増やせると、とても良いかと思います。一人一人に対応できるかなと思います。

	○小学校は転校もあり３つの学校に通ったが、特別支援教育のスペシャリストが一人もいなかったこと。そのため親が要望することの意味や必要性を理解してもらえず、結果的に要望が通らなかったこと。（例えば、カードを使っての指示、予定表の作製など）
○中学校は特別支援学校に通っているが、先生により支援の仕方が違う事。(学校全体である程度の統一を図ってほしい）
○中学校の特別支援学校では、支援が必要な生徒が通う場であるにもかかわらず、一人一人に必要な支援の仕方を工夫し、実行しているとは思えないこと。指示の内容が難しかったり、難しい表現を使っていたりすること。

	毎日学校へ行くか行かないかのやりとりに悩み苦しんだ日々でした。子供の性格なのかな・・・（落ち着きがない・早とちりする・人の話を聞かない・興味のある話は話しつづける・気が短い・物をすぐなくす）と思っていました。親が発達障害とはわからなかった。もっと先生がたにもよく説明してほしかったです。
※ただ言葉が遅かった（片言しかはなせなかった、文章になるのが遅かった）。男の子は言葉が遅いと聞いていたから。

	特別支援教育に深く関心を持ち、志を持った方に指導してほしい。
学校長はじめ担任以外の先生方も、障害について勉強し、支援学級の子供達に関心を持って、どんどん積極的にかかわりを持ってほしい。学校全体で見守り、育てる姿勢でいてほしい。

	障がいはあったとしても体も年頃の男子が部活もせず幼稚園生と同じ時間帯に帰宅するということに違和感を感じております。児童ディで放課後を時間潰し程度に過ごすということにも・・・。どうにか改善できないものでしょうか？？同じ年頃の娘は毎日部活で忙しく過ごしているのでこの違いに悲しくなります。

	担任の先生や養護の先生はいろいろ配慮してくれるが、学校全体での支援の輪のようなものは感じられなかった。担任でなければ無関心になるようだ。学校全体で一人一人の子どもを見て頂けると有難い。

	充分です。

	通級している通常学級のお友達と休み時間の交流があまりできなくなったようで、本人も少しなやんでいるようです。

	現在、自閉症学級で人数が６人に対して、先生が１人でとても大変そう。法的？には８人から先生が増えるそうですが、少ない人数でも先生が複数配置してもらえればと思う。年配の先生で、古い対応のしかたしか知らない先生が多すぎる。
学校によっては疎外感を感じている親子も多い。

	光明の小学部へ通っております。
特別支援センターの建物へ来年引っ越すのですが、校庭はどうなるのか、教室数は足りているのか、設備は整っているのか、改善というかどうなっていくのか不安に感じています。

	特別支援学校の在校生数が定員よりオーバーしているために、分教室の設置や小学部の校舎移設等が現在行われております。もちろん、特別支援学校の改善も必要かと思いますが、中～軽度の子どもたちが安心して、地域の特別支援学級で学べる環境作りもしていただきたいと思います。

	「先生としての質」に疑問を感じる先生がいる。


設問（１７）

２）

	療育手帳がとれなくて特別支援学校へ行けなかった事。
特別支援高等学校が少ない。
あっても遠方が多く市内にもほしい。

	5教科の合計点で入学を争う（？）公立高校はたいへん厳しいと思う。選択肢が少ない。

	分からない事が多いですが、普通高校しか受験できないとするならば(手帳無）、もっと特性の理解、配慮はあるべきだと思います。

	興味や得意・不得意による分野の偏りを認めてほしい。
スポーツや芸術、その他ある特定の科目で義務教育以上の能力を持っているのであればそこを集中的に伸ばすカリキュラムを組む学校があってもよい。

	上の子（高校3年生）の時代に比べれば、狭き門にはなっていないように感じます。サポート校も沢山増え、通信制の学校もあり選択肢が拡がっているように思います。ただ、それは高校に入学するという意味です。

	発達障害のある生徒にとっての高校は、健常児の生徒以上に、学習面だけでなく思春期の問題に対応するためにも、社会に出る準備をする上でも、重要な場であると考えます。高校進学を望む全ての発達障害児が高校に入学できるシステムを整える事は、その子供にとっても家族にとっても、また、社会にとっても有意義な事と考えます。

	「狭き門」なのかも分からない。

	子供の通っていた高校では、本人のヘルプに対しては丁寧に対応してくださっていた。ただ特性理解にまではなかなか至らず、我慢を強いられることもあり、間隔過敏の強い本人にとって苦しい状況も多かったようだ。また、急に意見を求められたりした時に、考えをうまく伝えることができないことを叱られたりしたこともあった。（教科によっては）発達障害に関して、基本的なところの理解はすべての先生にしていてほしい。

	近い将来となる場です。中学まではある程度親が守り、決められると思いますが、高校となると、自ら考えたり決めたりという場面が出てくると思います。生活に密着し、サポートしてくれる方がいてほしいと思います。又、その先の将来のために職場体験やノウハウを早いうちから始める・・・などのサポートも欲しいものです。

	高等養護と支援学校の間の学習レベルの学校を設けてほしい。

	公立高校の入試がとくに「すべての教科ができる子ども」を重視している気がする。新融資制度（特に前期）。
不器用なので実技教科の評価があがらない＋先生によって評価が違うのでとても不利に感じた。
今の高校でも得意、不得意の差は大きいが「得意なものを伸ばそう」と先生が言っている（らしい）ので少し気が楽。
☆今の学校は入学前の相談の対応がとてもていねいだったので決めました。
入学前に中学のコーディネーターの先生と担任の先生が本人の様子説明をしに行き高校側のコーディネーターの先生と話して下さったのでとても心強かったです。

	仙台圏に高等学園を少なくとも一校増設して下さい。支援学校の　の解消にも役立つと思います。

	まだまだこの障害の認識は浅く理解されていないと感じた。その為その子の特徴を受け止めて入学できる学校は少ないと思う。

	まだよくわかりません。

	発達障害のサポートの取り組みについて分からない事が多い。入学したとしてもその先に不安がある。

	高等学校のその先（卒業後）のことを考えると、普通高校へ行ってほしいと思っていました。支援学校や通信制学校だと、選択肢が狭くなるのではと不安です。しかし、いろいろな特性から普通高校をあきらめなければならなかった。受け入れの体制が整っていればと思います。

	○教育の画一化により、はみ出てしまった子は、ただの成績の悪い子で終わってしまう。入ることのできるレベルの高校に行けば、いじめの標的になるようで怖い。
○「勉学」を必ずしも目的としない、もっと、本人の個性を発掘できるような、のびのびと生きる力を養えるような教育システムがほしい。

	○発達障害の生徒だけでなく、学習へのつまづきやいろいろな配慮すべき問題を抱えている生徒がたくさんいるが、そうした生徒一人ひとりに必要な支援を行うには、一学級の生徒数を減らす必要があると思います。また担任以外にもそうした生徒に対応できる教師が複数配置され、組織的に指導に当たるのがよいと思います。
○医療機関や相談機関と積極的につながって情報を得たり相談したりしてほしいと思います。

	まだ小学生なので高校の事まで深く考えてはいなかったが、発達障害のある子供がうまく高校生活を送っていけるのかという不安はある。また受験も普通に受ける事ができるのだろうかという疑問もある。

	まだ先の事で考える余裕がないが、中学生の時に就職か進学かを決めて学校を選ぶのは難しい気がします。
苦手は多いが、得意が特にないので、進学の方向性をきめにくいので、専門家の指導を望みます。

	公立校だと特別支援教育が遅れているイメージ。
公立も通級配置・支援員配置などしてくれると助かる。
私立の方が特別支援教育してくれるイメージがあるが、授業料が高額なため、通える人は限られてくる・・・。発達障害の子に対して、授業料補助が必要と思う。

	まず、社会全体の発達障害への偏見もあると思います。どうしても理解されずらいので、他の子供達への迷惑という形になるのではないでしょうか。

	小学校、牛学校と支援級で過ごしてきた子供たちにとっては一般の高等学校への合格・入学はとても無理な話だと思います。障害が軽度な子供にとっては支援学校は逆に異質なものに感じるかもしれません。もっと岩沼学園のような高等学校が増えてくれることを願います。

	中学生のお子さんのお母さんに伺うと、高校から特別支援学校に入るのは募集が少ないので大変だと話しているのをよく聞きます。もっと普通高校の中に、支援級が増えてほしいと思います。

	障害児が年々増加するなか支援ができる学校数はかわらず行き場がないお子さんもいると思います。
入学できたとしてもその後のフォローがままならずでは意味がないので、先生方の支援の勉強の機会がもっとあれば・・・。
または専門科を配置するなどしていただきたいです。
（月に数回くるコーディネーターではたりないです）

	公立の高等学校については、発達障害の生徒の受け入れ体制などの情報が身近で得られず、心配している状態です。
入学した方でも、発達障害ゆえの特性からくる行動が、周りの生徒や先生から理解されずに、孤立してしまったという話を聞くことがあり、やはり、高等学校では、支援が薄くなるのだろうという印象を持っています。

	手帳の有無に関係なく選べる学校が欲しい。

	まだ小学生なのでわかりません

	軽度発達障害の子供が通える新しい学校（高等学級）をつくってほしい。

	うちのケースでいえば、知的遅れがなくなってきたと途中で手帳がなくなったという場合、小学校は支援学級で自分で考えることなく過ごし、いきなり普通高校へ進学しなさいと言われたんですが、そういうときの学校の配慮や支援をきちんと第３機関（たとえばアーチル）が説明してくれるべき（高校側にも理解してもらえるような説明を）だと思います。

	高校は最終ゴールではないので、「通信制」か「高卒認定」を考えています。
支援学校（高等部）は知的障害のあるお子さんを対象にしているようで、高機能の生徒を対象にした情報系の支援学校があると有難いです。本人もプログラミングなどＩＴ関係の仕事に関心があります。

	先生の介入が少なくなると思うので、孤立するのではないかと心配です。

	受験時に、支援学級に在籍し、かつ手帳がない場合、行き先がほとんどなくなること。

	手先の不器用さから、実技科目の評価が良くない。学科ｋではそこそこに取れても実技が足を引っぱる。宮城県の公立高受験は中１からの成績が重要なのでかなり不利になる。

	わが家の場合について言えば、息子は、学力的に普通高校の授業のレベルにはなんとかついていけていても、特異な言動でいじめられたり仲間はずれにされたりすることがたびたびあったので、そんなときに、○○君は生まれつきほかの人とはちがったこういう特性をもっているので、こういうことが苦手で、こういうときにはこんなふうに対応してほしいと願っている、というようなことを、担任の先生から話すなり、本人が話す機会を与えてもらったりするといいのかなと思いました。高校に限らず、小・中学校でも同じです。また、先生方の間でも、共通意識をもっていただけたらありがたく、親もＰＴＡなどで話すようにしていくことが大切、と思います。

	障害にもいろいろ度合いがあるので、得意分野が同じ子同士を集めてクラスを作って、同じ目標に向かっていくというスタイルもいいのではないかと思います。

	特別支援学校に行くほど障害が重くない生徒が行くことのできる高校は限られているので、障害があることを隠して進学するか、進学しても特別視されることがあると聞く。多少の支援があれば、普通高校の授業についていけるのであれば、門戸を解放すべき。また、中学の進路指導で、先生が知識がないせいで、行く必要のない生徒が支援学校に行く例もあると聞いているので、進路指導担当者はその他の選択肢がないかを一緒に考え指導すべき。

	高校はそれぞれ学力に応じて受験があり、入れる学校には入れていると思いますが。やはりコミュニケーションなどでつまずき、不登校や孤立してしまったりしている子も多いとききます。学校ごと障害のある生徒を把握し、学校間の交流などやって、同じ感性を持った同志でかかわり合えるきっかけ作りなどしてほしい。支援学級とまではいかないまでも、支援室など設置しクールダウンできる場所を設けてほしい。

	○高校受験はあくまでペーパー中心なので、発達障害があるかどうかは、その時点では判断しにくいと思う。

	子供の障害の形や特徴がそれぞれ違うので、人それぞれの進学の形があると思うけれど、軽度であれ障害がある場合、通常の高等学校に通うのは本人にとってかなり大変なことと思う。通常の高校の授業、勉強量、部活、友達とのかかわり、学校生活で起きるすべてのことが発達障害の子には負担ではないか。ただ、岩沼高等学園のような学校へ入れたいと思ってもそちらはそちらでまた違う形で狭き門であり、そこへ入れなければ特別支援学校になる。そうすると障害の重さや軽さに関係なく皆が作業や貼り絵などの授業ばかりになり、その年に相応の授業が一切ないというバランスの悪い形になるので、もっと岩沼のような学校をふやしてほしい。

	新しいことに適応するのがむずかしいので、受験はハードに　なると思う。入ってからも小中と違ってサポートが少ないので、勉強についていくのはむずかしいと思う。

	高校に、コーディネーターの先生がいらっしゃって、必要ならば支援の先生もいらっしゃれば良いなあと思います。そして、担任の先生とも相互に連携しあえればありがたいです。

	自閉症の子供は、高等学園に入りにくい、と、直接、高等学園の先生から言われたことがあります。学力面よりも、精神面で落ちついている子しかとらないというのが疑問。軽度の知的障害を伴う自閉症の子供が、中学卒業後、支援学校しか行くところがない（特に郡部、仙台市圏外）のは、大変困る。

	義務教育ではないこと、受験・定員制であることから、過度は優遇・配慮は厳しいと思います。が、平等に入学できる権利はあるかと思うので、設備や支援面で入学ができないようなことはなくなってほしいと思います。


設問（１７）

３）

	うちの場合は、発達障害があるとわかったのは、高校を卒業してからだったので、もっと早い段階で何らかの発見があればよかったと悔やまれます。大人しくして問題を起こさない子は、とりのこされてしまうのでしょうか？小学校から高校までたくさんの教員の方に接してきたのに、発達障害があるかもと指摘されたことは一度もなかったのが不思議です。

	定型発達の子でさえ厳しい社会で、小学生の子を持つ親として、手帳も無い＝支援は全くないのかなあと希望は全く持てない心情です。

	全寮制など、親元から離れた生活を体験・訓練できる場がほしい。

	高校へ入学する選択肢は増えましたが、卒業がちゃんとできるか、そして、次のステージ（最終目標は就職）へ進むのはなかなか厳しいと思います。高校支援に任せるのではなく、やはり行政に動いてもらいたいです。アーチルは小学校を卒業したら放り出される感じでなかなか支援が受けづらいのが不満でもあります。

	その子の個性に合わせた、多様な就職・進学先があると良いです。それには、やはり、社会全体の障害への理解がもっと広まる必要があると思います。

	仕事をするにしろ進学するにしろ、本人の不安や周囲への説明など、第３者が入ってくださることを望みます。

	生活の自活ができる位の賃金がもらえるような就労施設がたくさんできてほしい。社会的にもそうですが、親がいなくとも日常的な生活の支援を管理していただける様な所ができてほしい。

	○大学は単位、カリキュラムその他自分で決めなくてはならないことが多いのでちゃんと本人が判断できるかどうか心配。（そのまえに大学とは何をするところか本人が分かっているかどうか心配。どのように説明すれば実感がわくのかな？です）
○就職になるとさらにどうしたものか親自身も分からなくて困っている状態です

	職場支援機関の関与と連携を考えてほしい。

	就職については更に狭き門と感じた。適正に応じた就職指導等は普通高校では無く、就職が決まらずに卒業した生徒は何人もいた。普通高校での就職はかなり厳しい。

	まだよくわかりませんが、幼少時から就職や進学等将来を見据えた支援が必要だと思っています。（就職や進学が難しくても、家庭で役に立てるよう家事や生活力を身につけておく等）

	不安は多くあるが、何をサポートしてもらえばよいか見当がつかない。
経験のある専門家が関わってくれる事だけでも世界が開ける様に思う。
細かい適正を診断してくれて斡旋してくれ、それが合わないときは修正まで関わってくれる様な機関があるといいと思う。
大学、専門学校、企業に発達障害について理解を広めて欲しい。

	通信制の高校へ行くことが決まっています。就職にしても進学にしても、きっと選択肢は少なく、厳しい現実がまっているかと思うと今からつらいです・・・。障害への理解が少しでも社会に広まってくれればと願います。

	○既存の会社に入ろうとすれば、本人は相当な努力、ストレスを強いらなければならない。それでは障害者雇用枠しかないのか？もっと他に雇用（創造？）の場はないのか？

	○いろいろな情報を提供してほしい。発達障害児の実際の進路先、働き方、サービスのこと、年金のことなど含め、専門的な知識と情報
○本人への個別の指導（働く上で必要なこと。その練習など）
○保護者との情報支援、相談対応をこまめに行ってほしい

	常に通学している学校や専門機関から情報をいただき、相談しながら進めていけたらと思う。

	発達障害のある方が社会に出るにあったて、無理解といじめが心配です。
就職にあたっても、理解者となる人や仲立ちとなる人がいると、心の支えになると思います。相談できる窓口があると良いと思います。

	高校に入ってからの早い段階で、就職か進学か考えていけるように卒業生やその保護者、行政から色々な情報をもらえると良いと思います。

	現段階では就職できるのはひとにぎりだと聞いています。
お給料もごくわずかだそうですが、今後もっとたくさんの事業者さんができてくれることを期待しています。
市や県のあとおしも必要であると感じます。

	自分の特性を理解した上でのことですが、適性などいっしょに考えてもらえるコーディネーターのような先生が高等学校にも居てほしいです。

	まだ小学生なのでわかりません

	○息子は自閉症なので、就職（施設）を希望ですが、やはり、行く所が少ない！！ということが一番心配です。障害のある子の親がみんなそういう所をたちあげることができる人ばかりではないので・・・。
○就職先で、子どもに合った支援をしてもらえるのか？というところも心配です。

	本人が仕事になれるまでの間、ジョブコーチをつけてほしい。

	就職に関しても、どの高校でも発達障害の理解が進んで、そういう子ども用のビジネスマナーの本などを勉強してもらうことや、簡単な少しの支援（視覚支援）を会社側にも説明したり勉強したりする機会があるといいのになと思いました。（大学も）

	大学、電子専門学校、職業訓練校のいずれかを考えています。進学については学費もかかることですので、見極めが難しいです。
就職については、障害者向けの訓練（ウィングル就労支援センターなど）があるようですので、将来利用したいと考えています。

	どこか居場所が見付かるように支援してもらいたい。

	○就職先や進学先でなにかトラブルがあった時、相談できる場所やＨＰで相談や電話相談ができる
○トラブルがあった時、就職先や進学先と子の間に入って解決してくれる人
○同じきょうぐうの子が集まって話したり、興味ある事を学べる所

	手帳がなくても、障害特性に合わせた就労支援が受けられるようになって欲しい。

	成績は普通で、不登校もなく通常に学校生活を送っている場合、支援の必要性が感じられないかもしれないが、本人は少なからず困難さをかかえている。長期的・体系的な支援はコンスタントに必要と思う。

	高校卒業後、本人が希望すれば、大学進学も応援したいし、就職も、その子どもの適性を考慮して支援したいと思います。その場合、子どもの特性をきちんと把握した人（ジョブ・コーチなど）のアドバイスをうけられるよう、ハローワークや学校の進路指導の先生方に、理解と協力をお願いしたいと思います。

	就職は、障害を持っていると難しいと思っています。特に、できることが少ない子にとっては、就職できない・・・という恐れも多いです。高等学校から継続的に行ける・働ける場所というのを与えていただければ良いかと思います。（ボランティアでも工場みたいな場所でも）

	職業訓練校以外にも、就職するまでに訓練や準備、相談できる機関があれば望ましい。アーチルがどのくらい相談機関の役割を果たせているのかは疑問である。

	これも、やはり高校同士で情報交換などを定期的に行って、就職進学にそなえていってほしい。
各学校に、専門性の高い教師を一人はおいてほしい。

	○就職やアルバイト経験することにより、発達障害である現実が見えてくるので、高等学校での支援はむずかしいと思う。
○学校卒業後の仕事をしながら（実際にマンツーマンで）、ゆっくりとしたペースでの就労支援が一番必要と考えます。

	障害者を受け入れるという就職先の理解がどれくらいのものか高校（特別支援学校）でよく調べて頂ければと思う。
本当に理解があるというのは、ただ雇ってくれるということではないと思う。その子に合った教え方、指示の仕方を理解して、そのように対応してくれる職場でなければ本人が辛いだけであり、長続きはしないのではないかと思う。

	どうすれば就職、進学へと結びつくのかこちらが聞きたい。

	受け入れする事業所が少ない。もっと選べる立場にしてほしい。

	その子にとって、何が得意分野かをみきわめ、得意なことを伸ばし、活かす就職や進学であれば良いと思います。
今、私も子供自身もその途中ですが・・・この子たちが安心して相談できる場所（できれば学校内に）あると良いなあと思います。

	就職に関して、学校側からフォローがあるのか疑問。
そもそも、田舎であり、震災後、ますます働くところがなくなってしまっているので、選択肢が増えるような環境を期待したいのですが。

	大学への入学後の友人等への対応、又就職後の対人対応や仕事への支援体制が必要だと思います。

	特別支援学校の場合、ある程度パイプがあるので次のステージへの支援は充実していると思いますが、高等学校での支援は、教員に多くの負担がかかるかと感じますのでアーチル等、地域サポートセンター等がもっと入り込んで一緒に支援し、ミスマッチング等が極力おこらないようにしていただきたいです。


設問（１７）

４）

	小学・中学と学校生活上の通常学級と特別支援学級等の学習のあり方（受け方）について悩んでいました。高校は支援校でしたので、教育そのものについて親が迷う段階にはありませんでした。卒業して強く思うのは、人生において就学時期よりその後の人生がはるかに長い事です。子供が在学中の親は本当に今の事で精一杯です。その親の気持ちをやさしく受け止めてあげながら、その子の長い人生の生活そのものの支えとなるような教育や支援があると良いと思います。
P.S.中学時代に経験した部活のスポーツが今も本人にとっては支えになっています。学校によっては、支援学級の生徒が通常学級の部活に参加できないと聞きます。残念だと思います。しかし、我子の場合、本人はもちろん部活参加の為親もそれなりの協力、努力は致しました。お互いの歩み寄りが大切だと思います。

	良い担任の先生に恵まれ、本当に心から感謝しています。でも、毎年、また良い先生に受け持ってもらえるか、健常児のように自分から色々言えない子供なだけに、本当に心配です。支援のしかたが的外れな先生も中にはいらっしゃり、「学校には何も期待するものではない」とはっきり言うお母様が勉強会の講師になっている事もあります。人生の中でも重要な子供時代を過ごす学校に何も期待できないなんて、寂しい事は嫌です。親は手のかかる子供に対応するので忙しく、十分障害の勉強ができない事も多いものです。そんな時、先生方が上手に能力を引き出してくれたり、支援のしかたを教えてくれると心強いです。

	先生が発達障害を理解できていないほうが多い。支援員や先生向けへの研修をしてほしい。具体的な支援方法などの子供達が混乱しない勉強をさせて欲しい。

	特別支援学級の先生に普通高校進学のための進路指導をお願いしても、なかなか情報を伝えてもらうことができなかった。知的な遅れのないタイプで、支援学級在籍の子にも早めに情報を伝えてほしい。

	○上の子（自閉＋知的）が特殊学級（いわゆる昔の）でしたが学校や先生によってものすごく対応が違うので困りました。
○下の子も普通にずっといましたが先生がかわると成績（評価）が思いきりかわる教科があって「何だったんだあれは！」と今さら思います。
○毎年年度始めに先生に同じ説明くり返す・・・をしていた記憶が大。ちゃんと申し送り・引き継ぎをしてもらえるといいのですが・・・。

	改善してほしい点にも書きましたが、特別支援のスキルを持った・視点を持って対応してくれる保護者にも情報を提供してくれ、信頼関係が築ける先生に子供を見守って頂きたいと切に思います。

	支援については、学校に４年間在籍しておりますが、校長や教頭の理解が毎年変わる事と、担任がどの程度、理解と知識があるかで、全く違う支援内容でした。例えば今の担任は、支援コーディネーターとして、とてもよく働いていて、普通が級の子供たちに対しても「支援やいじめ会議」をしようと頑張っていますが、前任の管理職とは違って今の校長は全くそのような活動には興味がなく、会議もなくなるような形です。又、学校によっては、担任の力量もあると思いますが、他の父兄と障害を認めない親との間で、心の病になる先生もいらっしゃるとききました。その為「障害児は面倒なので、担任したくありません！！」という先生方もいらっしゃるしまつです。もうすこし県・市教で校長の指導各学校の支援内容を統一してほしいです。

	通学している学校は、とても特別支援学級に熱心で、恵まれていると思っています。逆に学区内の中学の特別支援学級の様子を見ると先生方や学校全体の取り組みが少し心配です。もっと小学校のうちから中学校と交流できるような行事などが増えてほしいです。

	○あまりにも教師の質が悪い。個々に合った支援が適切ではない。
○支援級の現状に合った支援員の配置がされていなく、手が足りていない。

	去年までの担任は支援教育に明るく熱心だったが（転任）、今の担任は専門性が感じられず個々に対応しきれていない気がする。担任の能力に疑問。支援学級もうちの学校は15人くらいいるので一人一人の力に応じた学習など難しいように見える。参観に行くと幼稚園みたいなことをさせていてがっかりする。主人はせめて小学校1年間くらい通常ですごせないかというが、ギャップが大きすぎていまさら不可能に思う。１年→２年時検討したが、見学したところ「学級崩壊」していて断念した。
小→中→高と、進学進級時の情報共有などをしっかりして、将来の安定した就労につがなる支援教育になることを切に望みます。

	○誰が決めたのか！？支援級生徒８人で先生１人！！絶対にありえない！！おかしい！！です。情緒障害クラスは、特に、少しでもできる子は後まわしになります。それで、学校生活が大変になっていく子もいます。
○地区の学校でも支援学校でも、とても良い先生方もいらっしゃいますが、もう少し、支援が必要な子がいる！！ということを理解していただいけたら・・・と思います。
先生もプライドがあると思いますが、お互いに話し合って、少しでも学校生活を楽しいものにしていけたらいいのかな？と思います。

	特別支援学級に入れば子どもの勉強の進度（＝発達度）に合わせて教育をしていただけると思っていたのだけれど、実際には学校の決めたカリキュラム（親には特に相談はなし）で決められた進度（６学年時に４学年程度の学力を目指すと言われた）で進むと知り、驚くと同時に、そうであるなら入学前になぜそれを親に伝えないのかと思った。
（子の勉強は家で私も見ているが、現在は通常級の児童と比較して遅れは無い。２年生だが割り算の概念までは理解している（家で予習しているわけでは無いが、進研ゼミの教材などの解き方を見ていてそう思う））

	特別支援学級は、本当にやるべきことが統一されるべきだし、やれない先生は、支援学級をもつべきでないと思います。発達障害の知識がうすいと、生徒たちは混乱したまま学校生活がムダに終わってしまっていることに、残念でなりません。

	在籍経験はありません。

	（特別支援学級（学校）には在籍していませんでした。）

	正直、これから中学→高校と進んでいくのが少しコワいと感じています。成長することはすばらしいことだけれど、自閉症のわが子が仕事をしている姿が想像できず、やはり家にばかりいる毎日になるのではないかという不安は大きいです。少しでも、わが子のいられる場所を作ってあげたいで、作ってほしいと願うばかりです。そのためには、自分も何をしてあげられるのかと考えている日々です。

	保育園を総合保育で受け、小学部から特別支援学校を選びました。とくに小学部のころは手厚く指導していただき親も子も安心して楽しく学校生活を送ることができました。
中学部・高等部では通常の学校から入ってくる方もいるので、個々の能力にばらつきもあり、指導もむずかしいと思いますが、卒業後の進路にあわせて子供たちに無理のないよう指導してほしいと思います。

	宮城県（に限らないが）特別支援学級や学校の教師のレベルは低い。たとえ希望してその学級や学校の担任になったわけではないとしても、担当になった以上は、勉強して臨むべき。これらのクラスは、往々にして、普通学級の担任がつとまらない問題のある教師が担当することが非常に多いが、教育委員会が「生徒の知的レベルが低いから教師のレベルを低くしてもよい」と考えているのであれば、改めてほしい。普通学級のクラス運営が簡単だとは言わないが、支援学級や学校の児童・生徒は個人差があり、また一人一人に適切な支援が必要だという点で、極めて難しい仕事なので有能なスペシャリストを担当にしてほしいというのが親の切なる願い。

	現在中３。中１に他県から転入してきた重度の肢体不自由の子供です。仙台の先生方は（他の学校はどうかわかりませんが・・・）摂食指導にも熱心でなく、トイレットトレーニングもしない・・・という感じで、肢体不自由の子供はとにかくのんびり病気をしなければ良いという感じなのでしょうか。動けない子はオムツに排泄して、時間で交換すれば良いという感じなのか、先生だけでなく親達もそんな感じがします。現在の担任は熱心で、いろいろ要望をきいてくれようとして下さる方ですが、学校全体がそんな感じ（熱心でない）なので仕方ないようです。
授業参観に行っても、ただいる時間が長く、もっといろいろ勉強する時間があるのになぁと思っています。高等部に行けば、もっとだらだらとした感じになるのかなぁと思っています。家だけでは学べる事はかぎられています。集団生活だけでも学校に通う意味があるのでしょうか。まあ仕方ないんですね。

	うちの場合は、支援学級・支援学校に在籍していたことは、子供にとって良かったと思います。それは、先生方に恵まれた事と保護者の方との交流で親子、ともに成長出来ました。
ただ、世間では、まだまだ障害児・障害者に対しての偏見があることが悲しいです。

	全くやる気のない先生は、特別支援学校に来てほしくない。どこの高等部も、先生についての評判は悪く、とても残念です。しかし、志を持った先生（経験なくても、若くても、講師の方でも）に指導してほしい。
定年まぎわに転勤してこられる先生はいりません。

	障がいの程度は様々なのに、みんなひとまとめに過ごさねばならない環境に、残念な気持ちになることがあります。本人の才能をダメにしてしまっているのではないかと・・・。

	学校の先生方の中には発達障害の子どもの特徴や性質をよく知らない方がいらっしゃるので、特別支援学校の先生であるのが一時のこととしても、もっと勉強して頂きたいです。子どもの面倒を見る・世話をするというだけでなく、子どもたちの成長を促す指導をもっと積極的にお願いしたいと思います。
今は軽度の障害の子どもたちも多くなり、特別支援学校では障害の重い子も軽い子も一緒のため、比較的指示の通る子ども達への指導や配慮があとまわしになっているように感じました。障害が軽く見えていても障害があるから特別支援学校に入学したのであり、特別な指導を必要としているのですから、ほおっておいてもいいと思っているような態度にはとても不安を感じると思います。普通の学校か特別支援学校かどちらにすれば良いのかと悩まれる親御さんたちも多いと思いますが、迷った末に特別支援学校を選んで入学してくるお子さんたちが的確な指導を受けられればと思います。

	中学校の支援学級の教育そのものは良かったが、高校、その後の進路の内容がほとんどわからないままの高等部入学となり、高等部でもその後の進路についての説明会等は何度かあったものの、なかなか理解できないむずかしいものであったと思う。現在高３で、実際に経験してやっと見えてきている状態は、勉強不足の私だけだろうかと不安と反省と・・・とつのってしまう。まだまだ閉ざされた世界であるとつくづく感じる。

	ここまでくるのに、ＳＳＴでのあたたかい支援も含め、本当にたくさんの人たちから見守っていただき、成長することができました。
私は、支援学級で本当に良かったです。なかなか、こんなに良い支援学級はないのではないか・・・と思うくらいに、小学校～中学校において、在籍させていただいて、心からありがたく思っております。
部活では友だちもでき、充実した中学生活を送っています。
何より、親の私も、本当に安心して子供を送り出せることが幸せです。

	発達障害でも入れる高校があるといいです。
支援クラスにおりますが、高校に入れるか不安です。

	自閉症で、耳から入る情報は理解しがたいと分っているはずなのに、延々と怒り（怒鳴り）続けたりするのはやめてほしいと思った。
全く効果ない上に苦痛でしかない。
このアンケートを集めるにあたって、子供達の環境がよくなること、入れる高校が増えることを願います。

	特別支援学校在籍です。（光明）
設備面に不満があります。
最近はどうなっているのか分りませんが、今にも壊れそうな古いバスを使用しています。新しいものに替えていただきたいです。
「これで間に合わせている」という事ではなく、よく配慮された環境で教育を受けさせてあげたいです。

	我が子は重度のため、小・中・高と特別支援学校を予定しておりますが、我が子が通う支援学校では、特に高校から入学を希望する中～軽度の子が多いと聞きます。高校卒業後の行き先を確実に確保するためと伺います。高校卒業後の進路が不安なく多岐にわたって選択でき、採用となる社会作りが必要なのかなと感じております。


以上
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